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鳥
取
県
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

〈J
A
）
と
農
畜
産
業
振
興
機

構
が
出
資
し
て
1
9
8
2年
に

発
足
し
た
食
肉
処
理
・
加
工
流

由
副
跡
前

回
同
場
最

ベ

叫

術

弘
、
技 5 

通
施
設
。
鳥
取
県
内
の
東
部
、

中
部
、
西
部
の
3
カ
所
に
分
散

し
て
い
た
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
て
設
け
ら
れ
、
県
内
で
は

唯
一
の
家
畜
の
と
畜
解
体
施
設

だ。

5
8
8
4平
方
M
の
食
肉

処
理
工
場
を
保
有
し
、

1
日
あ

た
り
の
処
理
頭
数
は
豚
と
牛
そ

れ
ぞ
れ
約
3
0
0頭
、
約
初
頭

に
な
る
。

解
体
処
理
の
工
程
は
比
較
的

長
い
。
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
県

の
食
肉
衛
生
検
査
所
の
立
ち
会

い
の
も
と
搬
入
さ
れ
た
生
体

は
、
と
畜
・
放
血
さ
れ
た
後
、

内
臓
摘
出
、
ト
リ
ミ
ン
グ
、
洗

浄
、
計
量
と
い
っ
た
工
程
を
経

て
冷
蔵
保
存
さ
れ
る
。
一
連
の

工
程
は
豚
の
場
合
で
日
加
分

と
ス
ピ
ー
ド
が
命
だ
。

業
務
用
エ
コ
キ
ュ

I
ト
の
導

卜業務用エコキュー

効
率
維
持
し

入
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
町
年

か
ら
∞
∞
年
に
か
け
て
の
原
油
価

格
の
高
騰
。
経
営
を
圧
迫
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
生
産
農
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家
へ
の
影
響
も

大
き
い
。
生
産

農
家
の
設
備
類

は
価
格
高
騰
の

打
撃
を
直
接
受

い
け
る
上
、
配
合

飼
料
な
ど
の
価

格
も
上
昇
。
半

面
、
枝
肉
価
格

は
下
落
傾
向

で
、
処
理
手
数

料
に
転
嫁
す
る

こ
と
は
難
し
い

判
断
が
あ
っ
た
。

町
年
末
ご
ろ
か
ら
検
討
を
開

始
し
、
県
外
の
食
肉
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
視
察
。
す
る
と
早
い
段

階
で
業
務
用
エ
コ
キ
ュ

I
ト
を

導
入
し
た
事
業
所
が
あ
り
、
か

な
り
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ

で

ω年
3
月
に
総
事
業
費
約
6

0
0
0万
円
を
投
じ
て
導
入
。

西
日
本
地
域
に
お
い
て
同
様
の

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
ケ
I
ス

せ
ん
べ
ん

は
少
な
く
先
鞭
を
つ
け
る
格
好

に
な
っ
た
。

導
入
し
た
の
は
、
べ

I
ス
部

分
を
エ
コ
キ
ュ

I
ト
、
不
足
分
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リ
ッ
ド
式
な
た
め
、
冬
場
な
ど

に
外
気
温
が
下
が
っ
て
も
運
転

調
整
す
る
こ
と
で
効
率
が
維
持

で
き
る
。

食
肉
処
理
工
場
で
は
殺
菌
洗

浄
な
ど
で
大
量
の
温
水
を
使
用

す
る
。
ま
た
解
体
に
使
う
ナ
イ

フ
は
1
頭
処
理
す
る
た
び
に
お

度
C
以
上
で
殺
菌
洗
浄
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち

ヱ
ネ
経
費

4
割
減

状
慌
た
っ
た
。
「
生
産
農
家
に

こ
れ
以
上
負
担
を
強
い
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
〈
渡
遺
勝
管

理
部
管
理
課
副
調
査
役
）
と
の

を
ボ
イ
ラ
で
補
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
給
湯
シ
ス
テ
ム
。

3
基
を
設

置
し
貯
湯
温
度
は

ω度
C
、
日

J
の
貯
湯
槽
を
持
つ
。
ハ
イ
ブ

エ
ネ
ル
ギ
ー

ろ
ん
設
備
や
床
や
内
臓
の
ボ
イ

ル
な
ど
に
も
温
水
は
必
要
。
従

来
は
す
べ
て
蒸
気
ボ
イ
ラ
で
ま

か
な
っ
て
お
り
、
原
油
高
騰
は

大
き
な
痛
手
だ
っ
た
。

導
入
効
果
は
大
き
か
っ
た
。

導
入
前
の
関
年
度
と
比
べ
、

ω

年
度
に
は
金
額
べ

I
ス
で
A
重

油
の
燃
料
費
は
出
・

2
%削
減

さ
れ
、
エ
コ
キ
ュ

I
ト
電
力
量

な
ど
電
気
料
金
を
含
め
た
ト
ー

タ
ル
で
も
羽
・

2
%削
減
で
き

た。
処
理
量
と
の
関
連
も
あ
り
、

日
年
度
は
い
ず
れ
も
微
増
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
効
果
は
継

続
し
て
い
る
。
ま
た
試
算
す
る

と
年
間
2
0
9
・
5
Jの
二
酸

化
炭
素
〈
C
0
2
）
を
削
減
で

き
る
こ
と
に
な
り
地
球
環
境
に

も
貢
献
す
る
。

〈
広
島
総
局
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崎
直
）


